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矯正歯科治療におけるMOPの可能性について

2013年にAlikhaniらは、Micro-osteoperforation (MOP)を⾏うこ
とにより、⻭科矯正治療における⻭の移動効率が劇的に上昇するこ
とを報告し、世界を驚かせた。以前より矯正⻭科医は、外科的矯正
治療中に外科的侵襲後における⻭の移動量が⽬に視えて⼤きいこと
を臨床的に経験している。⾻に⽣じるマイクロクラックがリモデリ
ングが起きるトリガーの⼀つであるという仮説は以前より多くの⽀
持を集めていることから、⻭槽⾻に穿孔を⾏なうMOPによる⻭の
移動効率向上は、穿孔部周囲の⾻にマイクロクラックを効率的に⽣
じさせ、それが⾻リモデリングの活性化につながっている可能性が
⼤いにあると考えているが、MOPの詳細な機序は未だ明らかに
なっておらず、否定的な報告も散⾒される。
今回の⼤学院セミナーでは、演者がこれまで⾏ってきた矯正⻭科

臨床におけるMOPの効果と⻭の移動効率向上の関連性について、
現在までに分かっていること、そして今後解明が期待されることに
ついて臨床例を交えながら情報共有することで、今後の研究展開に
繋がるような意⾒交換をさせていただけたら幸いと考えている。
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